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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 23日 (2007.7.23)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 上 に 第 １ の 導 電 性 部 材 お よ び 導 電 性 リ ー ド を 形 成 す る 工 程 で あ っ て 、 第 １ の 導 電 性
部 材 お よ び 導 電 性 リ ー ド が 互 い に 離 間 さ れ て い る 工 程 と 、
　 基 板 、 第 １ の 導 電 性 部 材 、 お よ び 導 電 性 リ ー ド の 上 に 有 機 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 そ の 有 機 層 の 上 に パ タ ー ン 化 し た 導 電 層 を 形 成 す る 工 程 で あ っ て 、
　 　 パ タ ー ン 化 し た 導 電 層 が 第 ２ の 導 電 性 部 材 を 含 み 、 お よ び
　 　 パ タ ー ン 化 し た 導 電 層 が 、 有 機 層 の 露 出 部 分 お よ び 有 機 層 の 非 露 出 部 分 を 作 り 出 す 工
程 と 、
　 少 な く と も １ 種 の 酸 素 含 有 ガ ス を 使 用 し て 、 少 な く と も 有 機 層 の 露 出 部 分 を ド ラ イ エ ッ
チ ン グ し て 、 導 電 性 リ ー ド の 一 部 を 露 出 さ せ る 工 程 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 子 デ バ イ ス の 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 基 板 上 に 有 機 材 料 を 含 む 有 機 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 基 板 の 第 １ の 領 域 の 有 機 層 を 除 去 す る 工 程 と 、
　 少 な く と も １ 種 の 酸 素 含 有 ガ ス を 使 用 し て 、 基 板 の 第 ２ の 領 域 の 有 機 層 を ド ラ イ エ ッ チ
ン グ す る 工 程 と
を 含 み 、 第 １ の 領 域 の 有 機 層 を 除 去 す る 工 程 と ド ラ イ エ ッ チ ン グ が 別 々 の 工 程 と し て 行 わ
れ る こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 子 デ バ イ ス の 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 基 板 上 に 第 １ の 導 電 性 部 材 を 形 成 す る 工 程 で あ っ て 、 第 １ の 導 電 性 部 材 が 有 機 電 子 デ バ
イ ス 用 の ア ノ ー ド を 含 む 工 程 と 、
　 基 板 上 に 導 電 性 リ ー ド を 形 成 す る 工 程 と 、
　 第 １ の 導 電 性 部 材 お よ び 導 電 性 リ ー ド の 上 に 有 機 層 を 形 成 す る 工 程 で あ っ て 、 有 機 層 が
正 孔 輸 送 層 お よ び 有 機 活 性 層 を 含 む 工 程 と 、
　 そ の 有 機 層 の 上 に パ タ ー ン 化 し た 第 １ の 導 電 層 を 形 成 す る 工 程 で あ っ て 、



　 　 パ タ ー ン 化 し た 第 １ の 導 電 層 が 、 有 機 電 子 デ バ イ ス 用 の カ ソ ー ド を 含 む 第 ２ の 導 電 性
部 材 を 含 み 、
　 　 パ タ ー ン 化 し た 第 １ の 導 電 層 の 形 成 が 、 第 １ の 物 理 蒸 着 の 際 に 第 １ の シ ャ ド ー マ ス ク
を 使 用 し て 行 わ れ 、 か つ 、
　 　 有 機 層 の 露 出 部 分 が 、 パ タ ー ン 化 し た 第 １ の 導 電 層 に よ っ て 覆 わ れ な い 工 程 と 、
　 有 機 層 の 露 出 部 分 を ド ラ イ エ ッ チ ン グ し て 導 電 性 リ ー ド の 部 分 を 露 出 さ せ る 工 程 で あ っ
て 、
　 　 ド ラ イ エ ッ チ ン グ が 第 １ の 工 程 お よ び 第 ２ の 工 程 の 際 に 行 わ れ 、
　 　 第 １ の 工 程 の 際 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ を 、 酸 素 含 有 ガ ス 、 フ ッ 素 含 有 ガ ス 、 お よ び 不 活
性 ガ ス を 使 用 し て 行 い 、 実 質 的 に 有 機 層 が 露 出 す る 部 分 の 全 て を 除 去 し 、 第 １ お よ び 第 ２
の 有 機 層 を 通 じ て 延 在 す る 開 口 部 が 形 成 さ れ 、 こ こ で 、 開 口 部 の そ れ ぞ れ が 、 そ の 覆 い 被
さ る 第 ２ の 導 電 性 部 材 の 端 部 と 実 質 的 に 隣 接 す る 端 部 を 有 し 、 か つ 、
　 　 第 ２ の 工 程 の 際 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ を 不 活 性 ガ ス を 使 用 し て 行 い 、 第 １ の 導 電 性 リ ー
ド ま た は 第 ２ の 導 電 性 部 材 に 覆 い 被 さ る 望 ま し く な い 材 料 を 物 理 的 に 除 去 す る 工 程 と 、
　 パ タ ー ン 化 し た 第 １ の 導 電 層 の 上 に パ タ ー ン 化 し た 第 ２ の 導 電 層 を 形 成 す る 工 程 で あ っ
て 、
　 　 パ タ ー ン 化 し た 第 ２ の 導 電 層 の 形 成 が 、 第 ２ の 物 理 蒸 着 の 際 に 第 ２ の シ ャ ド ー マ ス ク
を 使 用 し て 行 わ れ 、
　 　 第 ２ の シ ャ ド ー マ ス ク が 第 １ の シ ャ ド ー マ ス ク と は 異 な る パ タ ー ン を 有 し 、
　 　 パ タ ー ン 化 し た 第 ２ の 導 電 層 が 第 ３ の 導 電 性 部 材 を 含 み 、 こ こ で 、 第 ３ の 導 電 性 部 材
の そ れ ぞ れ が 、 対 応 す る 第 ２ の 導 電 性 部 材 の 実 質 的 に 全 て に 覆 い 被 さ り 、 か つ 、 導 電 性 リ
ー ド の １ つ の 一 部 に 覆 い 被 さ り 、
　 　 第 ３ の 導 電 性 部 材 の そ れ ぞ れ が 、 対 応 す る 第 ２ の 導 電 性 部 材 お よ び 導 電 性 リ ー ド の １
つ に 接 触 し 、 開 口 部 の 中 へ と 延 在 す る 工 程 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 子 デ バ イ ス の 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 有 機 電 子 デ バ イ ス の 性 能 に 敏 感 な 要 素 の ド ラ イ エ ッ チ ン グ 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 少 な く と も １ つ の 性 能 に 敏 感 な 要 素 を 、 第 １ の 導 電 性 部 材 か ら 離 間 し て 基 板 上 に
配 置 す る 工 程 で あ っ て 、 性 能 に 敏 感 な 要 素 の う ち の 少 な く と も １ つ が 導 電 性 リ ー ド で あ る
工 程 と 、
　 （ ｂ ） 性 能 に 敏 感 な 要 素 お よ び 第 １ の 導 電 性 部 材 の 上 に 有 機 材 料 を 配 置 す る 工 程 と 、
　 （ ｃ ） 該 有 機 材 料 の 上 に パ タ ー ン 化 し た 導 電 層 を 形 成 し て 、 性 能 に 敏 感 な 要 素 の 予 め 定
め ら れ た 一 部 分 を 露 出 さ せ る 工 程 と 、
　 （ ｄ ） 性 能 に 敏 感 な 要 素 が 露 出 す る 領 域 に お い て 、 少 な く と も １ 種 の 酸 素 含 有 ガ ス を 使
用 し て 、 有 機 材 料 を ド ラ イ エ ッ チ ン グ す る 工 程 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る ド ラ イ エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ３ ４ 】
　 利 点 、 他 の 長 所 、 お よ び 問 題 の 解 決 策 は 、 特 定 の 実 施 形 態 に 関 し て 上 記 し て き た 。 し か
し 、 利 点 、 長 所 、 問 題 の 解 決 策 、 並 び に 、 利 点 、 長 所 、 ま た は 見 出 さ れ る 解 決 策 を 生 じ 得
る か 、 あ る い は よ り 顕 著 に な り 得 る あ ら ゆ る 要 素 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 の い ず れ か も し く は
全 て の 必 須 の 特 徴 、 必 要 な 特 徴 、 ま た は 本 質 的 な 特 徴 、 あ る い は 要 素 と 解 釈 さ れ る べ き で
は な い 。
　 以 下 に 、 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 を 示 す 。
［ １ ］ 　 基 板 上 に 第 １ の 導 電 性 部 材 お よ び 導 電 性 リ ー ド を 形 成 す る 工 程 で あ っ て 、 第 １ の
導 電 性 部 材 お よ び 導 電 性 リ ー ド が 互 い に 離 間 さ れ て い る 工 程 と 、
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　 基 板 、 第 １ の 導 電 性 部 材 、 お よ び 導 電 性 リ ー ド の 上 に 有 機 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 そ の 有 機 層 の 上 に パ タ ー ン 化 し た 導 電 層 を 形 成 す る 工 程 で あ っ て 、
　 　 パ タ ー ン 化 し た 導 電 層 が 第 ２ の 導 電 性 部 材 を 含 み 、 お よ び
　 　 パ タ ー ン 化 し た 導 電 層 が 、 有 機 層 の 露 出 部 分 お よ び 有 機 層 の 非 露 出 部 分 を 作 り 出 す 工
程 と 、
　 少 な く と も １ 種 の 酸 素 含 有 ガ ス を 使 用 し て 、 少 な く と も 有 機 層 の 露 出 部 分 を ド ラ イ エ ッ
チ ン グ し て 、 導 電 性 リ ー ド の 一 部 を 露 出 さ せ る 工 程 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 子 デ バ イ ス の 形 成 方 法 。
［ ２ ］ 　 前 記 ド ラ イ エ ッ チ ン グ が 、 約 ０ ． ０ １ ～ ７ ． ５ ミ リ ト ー ル の 範 囲 の 圧 力 で 行 わ れ
る こ と を 特 徴 と す る ［ １ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ ３ ］ 　 前 記 ド ラ イ エ ッ チ ン グ が 、 ２ つ 以 上 の 工 程 の 際 に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る ［ １
］ に 記 載 の 方 法 。
［ ４ ］ 　 少 な く と も 第 ２ の 工 程 の ガ ス が 、 少 な く と も １ 種 の 不 活 性 ガ ス で あ る こ と を 特 徴
と す る ［ ３ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ ５ ］ 　 第 ２ の 工 程 の 際 、 還 元 ガ ス が 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ［ ４ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ ６ ］ 　 基 板 上 に 有 機 材 料 を 含 む 有 機 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 基 板 の 第 １ の 領 域 の 有 機 層 を 除 去 す る 工 程 と 、
　 少 な く と も １ 種 の 酸 素 含 有 ガ ス を 使 用 し て 、 基 板 の 第 ２ の 領 域 の 有 機 層 を ド ラ イ エ ッ チ
ン グ す る 工 程 と
を 含 み 、 第 １ の 領 域 の 有 機 層 を 除 去 す る 工 程 と ド ラ イ エ ッ チ ン グ が 別 々 の 工 程 と し て 行 わ
れ る こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 子 デ バ イ ス の 形 成 方 法 。
［ ７ ］ 　 前 記 有 機 層 を 除 去 す る 工 程 が 、 レ ー ザ ア ブ レ ー シ ョ ン を 使 用 し て 行 わ れ る こ と を
特 徴 と す る ［ ６ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ ８ ］ 　 前 記 第 １ の 領 域 が 画 素 ア レ イ に 対 応 し 、 前 記 第 ２ の 領 域 が 画 素 ア レ イ の 外 側 に あ
る こ と を 特 徴 と す る ［ ７ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ ９ ］ 　 前 記 酸 素 含 有 ガ ス が 、 Ｏ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｆ ２ 、 Ｃ Ｏ 、 Ｏ ３ 、 Ｎ Ｏ 、 Ｎ ２ Ｏ 、 お よ び そ れ
ら の 混 合 物 よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ［ ６ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ０ ］ 　 前 記 ガ ス が 、 ハ ロ ゲ ン 含 有 ガ ス を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る ［ ６ ］ に 記 載 の
方 法 。
［ １ １ ］ 　 前 記 ハ ロ ゲ ン 含 有 ガ ス が 、 フ ッ 素 含 有 ガ ス 、 塩 素 含 有 ガ ス 、 臭 素 含 有 ガ ス 、 お
よ び ヨ ウ 素 含 有 ガ ス 、 並 び に そ れ ら の 混 合 物 よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
［ ６ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ２ ］ 　 前 記 ハ ロ ゲ ン 含 有 ガ ス が 、 フ ッ 素 含 有 ガ ス 、 塩 素 含 有 ガ ス 、 臭 素 含 有 ガ ス 、 お
よ び ヨ ウ 素 含 有 ガ ス 、 並 び に そ れ ら の 混 合 物 よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
［ １ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ３ ］ 　 前 記 フ ッ 素 含 有 ガ ス が 、 飽 和 し て い て も 飽 和 し て い な く て も よ く 、 か つ 、 他 の
ハ ロ ゲ ン 原 子 を 含 ん で も 含 ま な く て も よ い フ ル オ ロ カ ー ボ ン 類 、 Ｆ ２ 、 Ｈ Ｆ 、 Ｓ Ｆ ６ 、 Ｎ
Ｆ ３ 、 ヨ ー ド カ ー ボ ン 類 、 ブ ロ モ カ ー ボ ン 類 、 ク ロ ロ カ ー ボ ン 類 、 塩 素 含 有 ハ ロ ゲ ン 間 化
合 物 、 臭 素 含 有 ハ ロ ゲ ン 間 化 合 物 、 ヨ ウ 素 含 有 ハ ロ ゲ ン 間 化 合 物 、 金 属 臭 化 物 、 金 属 塩 化
物 、 金 属 ヨ ウ 化 物 、 金 属 フ ッ 化 物 、 フ ッ 素 含 有 ハ ロ ゲ ン 間 化 合 物 、 お よ び そ れ ら の 混 合 物
よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ［ １ １ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ４ ］ 　 前 記 ハ ロ ゲ ン 含 有 ガ ス が 、 Ｆ ２ 、 Ｈ Ｆ 、 Ｓ Ｆ ６ 、 Ｎ Ｆ ３ 、 Ｗ Ｆ ６ 、 Ｍ ｏ Ｆ ６ 、
Ｔ ａ Ｆ ５ 、 Ｃ ｌ Ｆ 、 Ｃ ｌ Ｆ ３ 、 Ｃ ｌ Ｆ ５ 、 Ｂ ｒ Ｆ ３ 、 Ｉ Ｆ ５ 、 Ｃ ｌ ２ 、 Ｈ Ｃ ｌ 、 Ｂ Ｃ ｌ ３

、 Ｔ ｉ Ｃ ｌ ４ 、 Ｔ ａ Ｃ ｌ ５ 、 Ｍ ｏ Ｃ ｌ ５ 、 Ｗ Ｃ ｌ ５ 、 Ｈ Ｂ ｒ 、 Ｂ Ｂ ｒ ３ 、 Ｂ ｒ Ｆ ３ 、 Ｂ ｒ
Ｆ ５ 、 Ｉ ２ 、 Ｈ Ｉ 、 Ｉ Ｆ ５ 、 Ｃ Ｆ ４ 、 お よ び そ れ ら の 混 合 物 よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る ［ １ ２ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ５ ］ 　 前 記 ガ ス が 、 少 な く と も 約 １ ０ 体 積 ％ の 、 Ｏ ２ を 含 む 酸 素 含 有 ガ ス 、 Ｃ Ｆ ４ を
含 む ハ ロ ゲ ン 含 有 ガ ス 、 お よ び Ａ ｒ を 含 む 不 活 性 ガ ス で あ る こ と を 特 徴 と す る ［ １ ］ に 記
載 の 方 法 。
［ １ ６ ］ 　 基 板 上 に 第 １ の 導 電 性 部 材 を 形 成 す る 工 程 で あ っ て 、 第 １ の 導 電 性 部 材 が 有 機
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電 子 デ バ イ ス 用 の ア ノ ー ド を 含 む 工 程 と 、
　 基 板 上 に 導 電 性 リ ー ド を 形 成 す る 工 程 と 、
　 第 １ の 導 電 性 部 材 お よ び 導 電 性 リ ー ド の 上 に 有 機 層 を 形 成 す る 工 程 で あ っ て 、 有 機 層 が
正 孔 輸 送 層 お よ び 有 機 活 性 層 を 含 む 工 程 と 、
　 そ の 有 機 層 の 上 に パ タ ー ン 化 し た 第 １ の 導 電 層 を 形 成 す る 工 程 で あ っ て 、
　 　 パ タ ー ン 化 し た 第 １ の 導 電 層 が 、 有 機 電 子 デ バ イ ス 用 の カ ソ ー ド を 含 む 第 ２ の 導 電 性
部 材 を 含 み 、
　 　 パ タ ー ン 化 し た 第 １ の 導 電 層 の 形 成 が 、 第 １ の 物 理 蒸 着 の 際 に 第 １ の シ ャ ド ー マ ス ク
を 使 用 し て 行 わ れ 、 か つ 、
　 　 有 機 層 の 露 出 部 分 が 、 パ タ ー ン 化 し た 第 １ の 導 電 層 に よ っ て 覆 わ れ な い 工 程 と 、
　 有 機 層 の 露 出 部 分 を ド ラ イ エ ッ チ ン グ し て 導 電 性 リ ー ド の 部 分 を 露 出 さ せ る 工 程 で あ っ
て 、
　 　 ド ラ イ エ ッ チ ン グ が 第 １ の 工 程 お よ び 第 ２ の 工 程 の 際 に 行 わ れ 、
　 　 第 １ の 工 程 の 際 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ を 、 酸 素 含 有 ガ ス 、 フ ッ 素 含 有 ガ ス 、 お よ び 不 活
性 ガ ス を 使 用 し て 行 い 、 実 質 的 に 有 機 層 が 露 出 す る 部 分 の 全 て を 除 去 し 、 第 １ お よ び 第 ２
の 有 機 層 を 通 じ て 延 在 す る 開 口 部 が 形 成 さ れ 、 こ こ で 、 開 口 部 の そ れ ぞ れ が 、 そ の 覆 い 被
さ る 第 ２ の 導 電 性 部 材 の 端 部 と 実 質 的 に 隣 接 す る 端 部 を 有 し 、 か つ 、
　 　 第 ２ の 工 程 の 際 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ を 不 活 性 ガ ス を 使 用 し て 行 い 、 第 １ の 導 電 性 リ ー
ド ま た は 第 ２ の 導 電 性 部 材 に 覆 い 被 さ る 望 ま し く な い 材 料 を 物 理 的 に 除 去 す る 工 程 と 、
　 パ タ ー ン 化 し た 第 １ の 導 電 層 の 上 に パ タ ー ン 化 し た 第 ２ の 導 電 層 を 形 成 す る 工 程 で あ っ
て 、
　 　 パ タ ー ン 化 し た 第 ２ の 導 電 層 の 形 成 が 、 第 ２ の 物 理 蒸 着 の 際 に 第 ２ の シ ャ ド ー マ ス ク
を 使 用 し て 行 わ れ 、
　 　 第 ２ の シ ャ ド ー マ ス ク が 第 １ の シ ャ ド ー マ ス ク と は 異 な る パ タ ー ン を 有 し 、
　 　 パ タ ー ン 化 し た 第 ２ の 導 電 層 が 第 ３ の 導 電 性 部 材 を 含 み 、 こ こ で 、 第 ３ の 導 電 性 部 材
の そ れ ぞ れ が 、 対 応 す る 第 ２ の 導 電 性 部 材 の 実 質 的 に 全 て に 覆 い 被 さ り 、 か つ 、 導 電 性 リ
ー ド の １ つ の 一 部 に 覆 い 被 さ り 、
　 　 第 ３ の 導 電 性 部 材 の そ れ ぞ れ が 、 対 応 す る 第 ２ の 導 電 性 部 材 お よ び 導 電 性 リ ー ド の １
つ に 接 触 し 、 開 口 部 の 中 へ と 延 在 す る 工 程 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 子 デ バ イ ス の 形 成 方 法 。
［ １ ７ ］ 　 前 記 ド ラ イ エ ッ チ ン グ が 、 約 １ ０ ～ ５ ０ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 の 出 力 密 度 お
よ び 約 １ ０ ～ １ ０ ０ ０ Ｖ の 範 囲 の 電 圧 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る ［ １ ６ ］ に 記 載 の 方 法
。
［ １ ８ ］ 　 前 記 ド ラ イ エ ッ チ ン グ が 、 約 ７ ． ５ ～ ５ ０ ０ ０ ミ リ ト ー ル の 範 囲 の 圧 力 お よ び
毎 分 約 １ ０ ～ １ ０ ０ ０ 標 準 立 方 セ ン チ メ ー ト ル の 範 囲 の ガ ス 供 給 速 度 で 行 わ れ る こ と を 特
徴 と す る ［ １ ６ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ９ ］ 　 前 記 ガ ス 流 速 が 約 １ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ｓ ｃ ｃ ｍ で あ り 、 前 記 ガ ス 圧 力 が 約 １ ０ ０ ～
５ ０ ０ ミ リ ト ー ル で あ り 、 前 記 電 圧 が 約 ２ ０ ～ ３ ０ ０ Ｖ で あ り 、 前 記 出 力 密 度 が 約 ５ ０ ～
５ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ で あ る こ と を 特 徴 と す る ［ １ ８ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ ２ ０ ］ 　 前 記 基 板 が 、 ポ リ マ ー フ ィ ル ム を 含 む こ と を 特 徴 と す る ［ １ ６ ］ に 記 載 の 方 法
。
［ ２ １ ］ 　 前 記 有 機 層 が 、 電 荷 輸 送 材 料 、 耐 ク エ ン チ ン グ 材 料 、 発 光 材 料 、 ま た は 光 検 出
材 料 で あ る 少 な く と も １ 種 の 材 料 を 含 む こ と を 特 徴 と す る ［ １ ６ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ ２ ２ ］ 　 前 記 有 機 電 子 デ バ イ ス が 、 発 光 ダ イ オ ー ド 、 発 光 デ ィ ス プ レ イ 、 放 射 線 感 受 性
デ バ イ ス 、 光 伝 導 セ ル 、 光 電 池 、 フ ォ ト レ ジ ス タ 、 光 ス イ ッ チ 、 光 検 出 器 、 フ ォ ト ト ラ ン
ジ ス タ 、 ま た は 光 電 管 で あ る こ と を 特 徴 と す る ［ １ ６ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ ２ ３ ］ 　 前 記 デ バ イ ス が 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ で あ る こ と を 特 徴 と す る ［
１ ６ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ ２ ４ ］ 　 有 機 電 子 デ バ イ ス の 性 能 に 敏 感 な 要 素 の ド ラ イ エ ッ チ ン グ 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 少 な く と も １ つ の 性 能 に 敏 感 な 要 素 を 、 第 １ の 導 電 性 部 材 か ら 離 間 し て 基 板 上 に
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配 置 す る 工 程 で あ っ て 、 性 能 に 敏 感 な 要 素 の う ち の 少 な く と も １ つ が 導 電 性 リ ー ド で あ る
工 程 と 、
　 （ ｂ ） 性 能 に 敏 感 な 要 素 お よ び 第 １ の 導 電 性 部 材 の 上 に 有 機 材 料 を 配 置 す る 工 程 と 、
　 （ ｃ ） 該 有 機 材 料 の 上 に パ タ ー ン 化 し た 導 電 層 を 形 成 し て 、 性 能 に 敏 感 な 要 素 の 予 め 定
め ら れ た 一 部 分 を 露 出 さ せ る 工 程 と 、
　 （ ｄ ） 性 能 に 敏 感 な 要 素 が 露 出 す る 領 域 に お い て 、 少 な く と も １ 種 の 酸 素 含 有 ガ ス を 使
用 し て 、 有 機 材 料 を ド ラ イ エ ッ チ ン グ す る 工 程 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る ド ラ イ エ ッ チ ン グ 方 法 。
［ ２ ５ ］ 　 前 記 酸 素 含 有 ガ ス が 、 Ｏ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｆ ２ 、 Ｃ Ｏ 、 Ｏ ３ 、 Ｎ Ｏ 、 Ｎ ２ Ｏ 、 お よ び そ
れ ら の 混 合 物 よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ［ ２ ４ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ ２ ６ ］ 　 前 記 酸 素 含 有 ガ ス が 、 飽 和 し て い て も 飽 和 し て い な く て も よ く 、 か つ 、 他 の ハ
ロ ゲ ン 原 子 を 含 ん で も 含 ま な く て も よ い フ ル オ ロ カ ー ボ ン 類 、 Ｆ ２ 、 Ｈ Ｆ 、 Ｓ Ｆ ６ 、 Ｎ Ｆ

３ 、 金 属 フ ッ 化 物 、 フ ッ 素 含 有 ハ ロ ゲ ン 間 化 合 物 、 塩 素 含 有 ハ ロ ゲ ン 間 化 合 物 、 ヨ ウ 素 含
有 ハ ロ ゲ ン 間 化 合 物 、 臭 素 含 有 ハ ロ ゲ ン 間 化 合 物 、 お よ び そ れ ら の 混 合 物 よ り な る 群 か ら
選 択 さ れ る ガ ス を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る ［ ２ ５ ］ に 記 載 の 方 法 。
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